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横山松三郎の

､新造双眼目鏡壱組蝋
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日本の西洋画、写真術の先覚者である横山松三郎

については、1990年1()Hに発行した『市立I鞠館博物

館研究紀要』で伝記と博物館所蔵の横Ill松三郎|測係

資料を紹介したが、この、新造双眼付鏡心も横Ill/;

作製したものである。写真史研究家もこれが何であ

るか結論が出せなかったほど珍らしいものである。

単眼のレンズと双眼の目鏡が交互に固定できるfl:

組で、透飾りのある木製ニス仕上げで真論を使用し

た細工のi疑ったものである。

叩l治17年の門弟によって書かれた｢横山先生履雁一

を時代考証しながら解読して、彼が偉大な研究家で

博学荷であったことがわかった。文久元年18(ilに

は両洋山、写真術をロシアの初代領Kゴシケビッチ

や、剛家レーマンから学んでいた。

松二郎が兇HHを広げたのは、箱館奉行が獅外貿易

の試みとして雌順丸をk海に派遣したときで、松三郎

は商法取扱手附として乗船し、1864年に諸術調所の

‘学生らと1カ月半も_上海に滞在した。イギリス、フラ

ンス、アメリカの写真術と西洋画に関する知識を得

て、写真機、接写レンズなどを手に入れたが、その

頃流行していたステレオ・スコープ(立体写真）を知

り、レンズなどを雌入した。R本では初期のことで、

この新造双鏡目鏡とは、松__昌郎がガラス立体写真と

ガラス原板修正などの研究と制作に使用したもの五

明治2年頃には完成していたものである。

明治6年頃の函館では渡辺熊四郎が立体写真をみ

せた写真監視(のぞき）眼鏡店を開業して、かなりの

利益を得たことがあるほどiV体写真が流行した時期

でもあったので‘ある。

この新造双眼廿鏡はガラス原板などと東京都写真

美術館の特別企向展にi'I'ii'ii'iしている。

〈’,jを豊係長：千代唯〉
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平成2年度特別展『五稜郭inヒストリー」

成功裡に終了

南北海道の各地に残る、中:iiから聯末.ﾘl治維新て、箱館|淵港という大きな変化があり、それに伴い
にかけての歴史の跡を紹介した、特別展「H.稜郭in箱館に奉行所として築造された五稜郭が、蝦夷地の
ヒストリー」が7)11011からIll月2111までの9011間中心地としての役割を果たして行くことになります＝
にわたって、博物館五.稜郭分館を会場にして開催さしかし、明治維新の際には箱館戦争の舞台となり、
れました。敬いの後には五稜郭の電要な機能は失われます。こ
今回の特別展では大きく-畠つの時代に分け､「中世のような移り変わりの様子を、比較的身近かにあり、
から近世の蝦夷地｣は、和人の渡来と定着･北前船のまたごく普通のものとしか見えないような、史跡か
繁栄・北辺蒋備の開始、「幕末の繍館・松前」は、開らの出七品を通してみることにしました。こうする
港と箱館奉行の役割・丘陵郭と福山城、「明論維新。ことで、B稜郭と松前滞戸切地陣屋そして松前福|壷
激動の舞台」は、開陽丸と箱館戦争というテーマに城などの点が線となってつなが0、それぞれがどの
括った展示構成にしました。ように関連しているかなどがある程度理解いただい
北海道に和人が渡来して定着するようになるのは、たのではないでしょうか。

およそ室町時代頃であり、志苔館跡・上之圃勝Ill館ただ、五稜郭というとどうしても箱館戦争のイメー
跡などの豪族の館跡に、当時の交易の様子がみられジばかりが強くあり、古戦場としか思われていない
ます。松前氏の叢場によってR本海の海k交易が活傾向にあるようで、奉行所として造られたものであ
苑となり、北前船を操る商人が急速に台頭して､松前．ることは薄れがちとなっています。そこで、災い歴
江差・箱館の弓湊が繁栄します。18世紀水頃に外国史の'I'で五稜郭が果たしてきた役割やたどってきた
船が到来するようになると、幕府が蝦夷地を直轄し移')変わりといったものの一端を、今hiの展示によっ
て松前・箱館方li'llを中心に警備が行われます。そして少しでも理解されたものと思います。

〈学芸員：田原良信〉

平成2年度の普及事業から
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llllXnlV蝋と科'､』た教室は、当館の普及事業として毎

年間催していますが、今年度は例年以上の術座数を

企幽開催いたしました。rfi民識座15瀧座、科学教室

12講座の計27.瀧座で、内容的には、昨年度好評を得

た青函交流史シリーズを継続して開催、その他考古、

民族、向然科学と幅広い分野で、対象も大人から:‐

供まで楽しめる識座をできるだけ多くしたことも今

年度の特色のひとつです。お陰様で704名という多

くの方々にご参加いただきました。参加された方〆

1jIには初めてm物館に来た人、博物館でこのよう皇

講唯があったのを知らず、また参加したいと考えて

いる人なども多かったようです。

雨

晴

このように、｜聯物館を市民の方々により親しんて

もらい利用していただくためにも、市民荊座・科学

教案に多くの方が受溝することが璽要なことだと考

えます。そのためには、識座のI'K'、講座内容の支

実、定員、対象肴などさらに検討し、改善しなくて

はなりません。高度化、個別化している時代に対応

し、幅広い市民の方々のニーズにどう答えていくか方

今後の博物館普及活動の諜越となってくるでしょう

｜#物館の学芸典と市民の方々との接点でもあるli

m附座・科､iを敬宅を来年度も充笈した内容となる皇

う企画しています。ぜひ今年度以上の多くの方々、

特に未来を扱うJ'-供たちに多く参加していただけた

ら幸いです。

′､族芸興：ﾉを'崎渉〉
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事業報告（2．1．1.～2．1231）

◎資料管理・整理・保存

○受入

・練炭ストーブ他4件

【川村兼悦郎氏寄贈・函館巾亀Ill本町6-15】

･六分儀（セキスタント）他4件

【深宮彦弘氏寄贈・函館市田家町3－17】

。'ケ真週報一括(27点）

【谷u幸一氏寄贈。函館市美原5-14-4】

･鉛足・括（19点）

【I'll!勇氏寄贈・函館市根崎町Ml-2】

o田辺ミ重松資料・括（102点）

【剛辺彩子氏寄贈・東京都品川区大崎5－4－17

第2サンライズ/l.反田509

．唐美人図1件

【高橋教友氏寄贈・函館市中島町18-18】

･枠ばか0他3件

【青Ill晴夫氏寄贈・函館市青柳町39-1】

･電撚1件

【"II納裕之氏寄贈・函館.1/鍛冷1-2(i-9】

･逸兄式計算尺他5件

【谷口幸一氏寄贈・函館.1y美原5-14-4】

･エゾクロテン1件

【中村二郎氏寄贈・函館市上湯川町4-33-308】

･チョッキ1件

【萩野扶美子氏寄贈・鰯館市人見町12-11】

o伸子張道具1件

【渡辺淳氏寄贈・函館rl栖旭岡町2-11-4】

・ボスター1件

【小田島水産食品K.K寄贈・I判館市弁天町20-71

oベッド1件

【児玉マリ氏寄贈・札幌市来区北11条東1丁目】

･油彩榎本武揚像1件

【ドIll正八氏寄贈。札幌市豊平区平岸

1条7丁目3－25】

･勲功竜他27件

【斎藤久子氏寄贈・函館市H吉町1－7－9】

･祢脊革岡畔瓜他45件

【本Ill透英氏寄蛎・江別i|j大麻商I'T3-3O】

・レール4件

【火Ill幸夫氏寄贈・札I幌市北区太平

2条5丁I13-18】

・看板他3件

【株式会社ジャックス函館支店

支店長守村禎太郎氏寄贈・酌館市杵松町15-7：

。帳減笥他2件

【対‘15滴治氏寄贈・函館｢Il船兄町20-8】

･レコード18件

【米谷和俊氏寄贈・函館市中道1-13-15】

･バラライカ1件

【佐久間要氏寄贈・I詞館市湯川町3－46－5】

。ガンジスワニ1件

【喜多豊一氏寄贈・亀H1郡七飯町字大沼町470-12

◎金懐中時計他2件

【蔦西公平氏寄贈・函館市本町5－10】

・珊髭胴怖r-i件

【物井キミ氏寄蛎・I判館市湯川mr1-7-27】

oふいご1ft-

【後藤俊肋氏寄贈・I判館市上新川町1-13】

o一斗ます1件

【木村吉造氏寄贈・函館市宝来町8－9】

・レコード43件

【石旧宣子氏寄贈・函館市松陰町27-30】

･マキリ他3件

【阿部尤三氏寄贈・美唄市東2条北2丁目】

･狛犬他94件

【青函博実行委員会・保管替え】

・開陽丸模型他2件

【三島義光氏寄贈・函館市石川町134-134】

o柄鏡1件

【高市道也氏寄贈・函館市白鳥町13－2】

o植木弥三郎像写真他58件

【有限会社オータス代表取締役佐藤真喜子氏寄l卿

函館市木町23－4】

o靴尾関巡溌料他23件

【小Ill烏優氏寄贈・函館市若松町29-3】

o北洋資料館所蔵資料一括

【函館市北洋資料館・保管替え】

oアイヌ狩猟絵図1件

【購入】

○整理

･自然科学資料(植物）整蝿

･考古賓科整理

○保存

ばく涼本館10月9日～10月2111
分館10月29日～11月2n

○貸出

･板儒区郷土資料館「日本近代工業の夜明けと板橋」

展示4件

i21)13H～3月2811)

・東京ルネッサンス「奥州みちのく街道展」展示4件

(3))3II～3)11711・上野松坂曝）

･北方歴史資料館常設展示1件

（4月1II～3月31日）

・北海道開拓記念館「北に生きた会津武Iごと農民一福崎

県と北海道一」展示1件

（4月2111～8111011)

。「くらしと息M.!;展」展示6件

i(ill8II-(i112611．1判館市役所1階ill腿ホール）

。I蜘館ill-澗防本部催示3件

1(1)12011～平成4年31)3111I

o社M法人鰻会館「戊辰の波涛展」展,パ3件

111J171I～11lj30Ij・小HI急白院店新宿店）

･札幌菱術の森美術館｢梁川剛・さし絵展｣腿,j;-no点他

12111911～5113111I
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○出版

3月1511館報「サラニップNo.29」発行

7月Kill特別展図録rYi稜郭inヒストリー」発イ

10)11II市立函館博物館研究紀要第1号･発行

○写真撮影・提供・転載許可

博物館資料の写真鐙影など71件

○実習生受入（17名）7月31日～9月25日

北海道教育大学函館分校14名

札幌学院大学1橘

信州ﾉく学1名

新潟大学 1名

○調査・視察・団体観覧（省略）

◎会議出席

○博物館大会

^291"I北海道博物館大会に木村館長外4名

(7111111～12n江菜町）

◎人事異動

宮川絵里香

姥子靖づ．

前川久美f

田肪明子

臨時職員退職

臨時職員採用

臨時職員退職

臨時職員採用

(6月30II付：

(7月1日付：

(8月15日付：

(8月16n付：

◎展示

○特別展､
li.稜祁Illヒストリー（分館7月1011～Ill月2111I

○企画展

新収蔵資料展（本館9月18H～10月7H)

◎教育普及

○市民講座(15H387名）

外1通1人が歩いた先史の遺跡（5月121｣）

津軽海l峡のｲi器時代（5月1911I

l鞠館と青森の純文枇界（6月9日）

雌と子の士器づくり会（6月10III

先アイヌ文化と和人の渡来(6)12311)

完成した手づくり土器(611241n

『̂函交流史1「津縫の遺跡と流館」(7)11511I

特別腰解説赫唯「〃.稜郭inヒストリー」(7)12211

rli通の移り変わり(8)17II)

|!lと1．．の尺体観測会(8)11111'

洋食発祥地箱館(9)18ID

I淵館の細ill形成(9)12211)

アイヌ風俗I--ケ']畔風秘話:10)16II)

フチャーチン来航とディアナリーの火砲110)12711

.7-1判交流史5「迩南の館と稚韓」11)12511)

○科学教室(11H317名）

天体シリーズ①春の塁(4ﾐ物総5)11211

l澗館Illの植物かんさつ(5)11311

天体シリーズ②鼎.空観測会(illKill)

昆虫かんさつ会（71115日）

鉄道車1町のしくみとIK運転所兇学会s月9II)

自然林と木工作（8月17日）

天体シリーズ③夏の星座観測会（8月25日）

天体シリーズ④秋の星座と天の川（9月8口）

天体シリーズ⑤天体望遠鏡の使い方と月の観測会

(9)12211i

自然とふれあい教室（10〃28卜{）

天体シリーズ⑥冬の雄唯物綴11月1711)

入館者統計

平成2年常設展示11.2.1.1～11.2.12.31)

月）

1
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本館

151

20畠

79

1.662

3,495

1,452

1.327

2.2(il

2,673

7M

39？

2蟹

15.IMi

分館 資料§ 計

62： 32量 1.101

2,259 5？ 3.01

4,026 1,087 5,90‘

7,006 97:’ 9，64

21.034 2,846 27，371

14，8?？ 2,274 18.60

’6(） 1，977 3,901

(特別股)一 3,515 5,771

(特別腿)一 2.815 5,481

(特別展)一 1,667 2，44

5,784 63号 6.811

1,766 45号： 2，45

57,976 19.151 92，55局

平成2年度特別展Il稜郭分館(7/10～10211

月別 個人 111体 ；

8,571 99ざ 9.569

22,976 23，899

in.'JT.s l.(i()( 11.878

11 6,201 1.18,- 7.69(1

48,03（ 4.99̂ 53.036

－あとがき－

※観光ブームの函館、多くの人々が博物館を観覧し

函館の文化を理解してゆきます。

HakodateCitvMuseumNews
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